
福島大学水泳プール使用基準 

制  定 昭和 55年 6月 7日 
（ 趣    旨 ） 

１．福島大学体育施設管理規程第 9条の規定に基づき，福島大学水泳プール（以下「プー 
ル」という。）の使用に関しては，この基準の定めるところによる。 
（ 使 用 目 的 ） 

２．プールは，体育授業及び研究のために使用することを目的とする。 
ただし，上記の使用に支障のないときは，水泳部及びトライアストン部（以下「水泳部

等」という。）の課外活動並びに一般学生及び教職員の厚生その他に使用することができ

る。 
（使用時間及び時間） 

３．プールの使用期間及び使用時間は次によるものとし，土曜日，日曜日及び祝日等の休 
日は使用することができない。 
ただし，副学長のうち学長が指名した者が特に必要と認めた場合は，この限りではな 
い。 
（１）使用期間   6月から 9月まで 
（２）使用時間 
  ア．体育授業で使用する場合 
     体育授業の時間割りによる。 
イ．水泳部等が使用する場合 
   使用計画に基づき許可された時間とする。 
ウ．一般学生及び教職員が使用する場合 
   前記ア．及びイ．で使用しないときの次の時間とする。 
   12時から 17時まで（夏期休業期間中は 10時から 17時まで） 

（ 使 用 手 続 き ） 

４．プールを使用するときの手続きは，次によるものとする。 
（１） 体育授業で使用する場合 
       関係部局が「年間水泳授業実施計画書」を担当窓口に提出する。 
（２） 水泳部等が使用する場合 
       「体育施設使用願」に「プール年間使用計画書」を添付し，担当窓口に提出

する。 
（３） 一般学生及び教職員が使用する場合 
     担当窓口備え付けの「水泳プール使用者名簿」に必要事項を記入する。 

（ 使 用 の 停 止 ） 

５．次の場合には，プールの使用を停止する。 



（１） 故障，修理，換水及び清掃等で使用することができないとき。 
（２） 感染症の発生，水質の汚濁及び悪天候等のため使用することが不適当なとき。 
（ 使 用 者 の 義 務 ） 

６．プールの使用者は次の事項を守らなければならない。 
（１） 使用者は，この基準のほか別に定める「福島大学水泳プール使用者心得」を 
厳守しなければならない。 

（２） 体育授業及び水泳部等の使用責任者は，プールを退出する時に火気・電源スイ 
ッチ及び戸締り等を必ず確認しなければならない。この場合において異状をを認め

たときは，直ちに担当窓口に報告しなければならない。 
（３） 水泳部等の責任者は，使用した日ごとに必ず「水泳プール使用日誌」に所定の 
事項を記載するものとし，必要に応じて担当窓口へ提示しなければならない。 
附 則 
この基準は，平成１９年４月１日から施行する｡ 
この基準は，平成３０年４月１日から施行する｡ 
この基準は、平成３１年４月１日から施行する。 


